
評価基準―（肯定的評価が）Ａ：75%以上　Ｂ：50～74%　C：25～54%　Ｄ：25%未満

■学校評価アンケート　自由回答欄より

■成果が認められる点

■今後努力すべき点

・ スクーリング内容に関して、高島市の資源を活用した展開を行ったため、
   生徒・保護者・教職員共にスクーリングに関する評価は昨年度より高評価。
・ 進路指導強化により大学・短大進学者数が微増。関西大・立命館大合格者も輩出。
・ 外的要因（コロナ禍・通信制高校認知）と内的要因（アプローチ強化）が相まって生徒数が増加。
・ 不登校支援やサポートを必要とする生徒層が大半を占めるが、語学やスポーツ(ゴルフ・武術太極拳)
   自身の時間を有効に使いたいやゲーム制作・美容・英語（山口学園３専門学校高等部＝サポート校）において
   通学主体に専門知識を学びたいという生徒層の増加。
・ 転入学者の増加に伴うサポート。
・ 科目横断的な授業展開など内容の充実。

・ 椋川の本校および高島市の資源を活用したスクーリングの更なる充実。
・ 生徒数は増加傾向だが、収容定員の６００人充足を目標に、教育内容充実による出口数値を創出し、
   広報活動につなげる。
・ 卒業後の進路（その他）を10％程度に、進学および就職指導と支援ができる体制を更に整備する。
・ 通信スタイルの利便性を高める方法の検討を実施する。
・ ガイドラインに沿った教育指導等の特色づくりを進める。

令和5（2022）年6月1日

・ とても楽しく過ごしています。ありがとうございます。

・ 1人１人丁寧にサポートしていただいて感謝しています。

・ 多くの生徒がいる中で個々をよく見てくださっていることにいつも感謝しています。

・ オンラインで説明会や懇談会がある際は事前に資料が手元にほしい。開始5～10分前からルームに入れるようにしてほしい。

－ Ｂ Ａ

・ 部屋数がもう少しあるといいと思う。

・ レポートは易しめだと思う。中学不登校の人とかもたくさん居て妥当だと思うが自分の中では簡単すぎる。

・ ロッカーをつくってほしい。

生徒支援

学校は質問や相談に対して、親身になって対応している。 Ａ Ａ Ａ

学校は進路実現に向けた情報提供や相談の機会を、適切に行っている。 Ａ Ａ Ａ

学校は家庭との連携を適切に取っている。

スクーリングでの体験学習は、有意義なものとなっている。 Ｂ － Ａ

テストの難易度や分量は適切である。 Ｂ － Ｂ

Ａ Ａ

学校は高島市の文化や自然を生かした体験活動を行っている。 Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ

学習指導

レポートの難易度や分量は適切である。 Ａ Ａ Ｂ

学校は学習理解に役立つレポート指導を行っている。 －

学校生活

学校の施設や設備は充実している。 Ａ － Ｂ

学校は生徒や保護者に通信制高校の仕組みを理解させている。 Ａ Ａ Ａ

学校は生徒にとって満足度の高い教育を行っている。

令和4（2022）年度　ＥＣＣ学園高等学校　学校評価

本年度の
重点目標

・ECCの通信制高校としての特性を活かした教育の実践
・高校卒業後進路未定ゼロへ、一人ひとりのニーズに合わせた進路指導の実行
・高島市の資源を活かし、地域団体とも連携した教育の実践

領域 重点評価項目 生徒評価 保護者評価 自己評価






